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第１章　総　　則
第１条（約約の適適） 
　当当は、この約約の定めめめこめめめめ、この貸貸貸貸貸 

（以以「レレレレレ」めとと。）を借借借（運運運を含む。以以以じ。）め貸し貸すすのめし、借
借借は、ここを借借けめすのめしけす。なな、約約め定めのなと事事めにとには、法法法は
一一の慣慣めめめすのめしけす。

当当は、この約約の趣趣、法法法び一一の慣慣め反しなと範範で特約め応 　　じめこめ 

ががめけす。特約しし場場めは、その特約が優優すめすのめしけす。 
 

第２章　貸貸貸約 
第２条（予　約）
 

　借借借は、レレレレレを借めめめ当したに、がああじめ貸車、開開開開、借借場借、借借 

期期、返返場借、運運運その他の借借条借を明明しに予約すめこめがですめすのめしけ
す。当当は保保すめレレレレレの範範範で予約め応じめすのめしけす。

借借借は、法法で義義づけあこにとめチチチチチチレチ等の備備、法は借借借が使適すめ
レレカカカレチカレ等の備備を必必めすめ場場めは、前事の予約め以開めここあの予約を行
とすのめしけす。 
前事の予約は、別め定めめ予約予予予を支支たに行とすのめしけす。 
前事めめめ予約しし借借開開開期を 開期以時時時しにすレレレレレ賃貸 　　貸約（以1  

以「貸貸貸約」めとと。）の締締め着着しなあたしめすは、予約は取め消さこしすのめさなしけ
す。 
第 事の借借条借を変変すめ場場めは、がああじめ当当の承承を借けなけこけなあなとす1

のめしけす。したし、当当が貸約し、当当め代たに予約予義を取め扱と旅行当等めなとに
予約予し予さを行たしめすは，その予し予さを借け付けし予約予義代行予借めなとに予
約の取め消し、変変等がですめこめめしけす。 
 

第３条（貸貸貸約の締締） 
　当当は、貸し貸しですめレレレレレがなと場場法は借借借が第９条条条め該当すめ場 

場を除す、借借借の予予めめめ貸貸貸約を締締しけす。 
貸貸貸約の予し予さは、前条第１事め定めめ借借条借を明明しに行とすの 　　めしけす。  

当当は、貸貸貸約を締締ししめすは、別め定めめ貸貸貸予を予し借けけす 
 

第４条（貸貸貸約の成成等） 
　貸貸貸約は、当当が貸貸貸予を借受し、借借借めレレレレレを引す貸ししめすめ成成し 

けす。この場場めは、予約予予予は貸貸貸予の一一め充当さこめすのめしけす。 
当当は、事事、盗盗その他の当当の責めめあなと事事めめめ予約さこし貸車のレレレレレ
を貸し貸すこめがですなと場場めは、予約め異なめ貸車のレレレレレ（以以代以レレレレレめ
とと。）を貸し貸すこめがですめすのめしけす。 
前事めめめ貸し貸す代以レレレレレの貸貸貸予が予約さこし貸車の貸貸貸予めめ高くなめ

ペレペ(1)



abc

めすは、予約しし貸車の貸貸貸予めめめすのめし、予約さこし貸車の貸貸貸予めめ低くなめ
めすは、当該代以レレレレレの貸貸貸予めめめすのめしけす。 
借借借は、第２事めめめ代以レレレレレの貸し貸しの予し入こを拒拒し、予約を取め消す
こめがですめすのめしけす。 
 

第５条（貸貸貸約の解除） 
　当当は、借借借が貸貸期期貸め次の条条１め該当ししめすは、何ああの通　　　告法び 

催告をすめこめなく貸貸貸約を解除し、直ちめレレレレレの返返を請請ですめすのめしけす。 

この場場めは当当が前条めめめ借受しし貸車の 　　貸貸貸予を返返しなとすのめしけす。 

この約約め違反ししめす(1)

借借借の責め帰すめ事事めめめ交通事事を起こししめす。(2)

第 条条条め該当すめこめめなたしめす。(3) 9

借借借は、レレレレレが借借借め引す貸さこめ前の瑕瑕めめめ使適使使め 　　なたし場場 

めは、第２２条第３事めめめ処処を借けしめすを除す、貸貸貸約を解除すめこめがですめす
のめしけす。 
 

第６条（使不不不の事事めめめ貸貸貸約の貸中中中） 
　 レレレレレの貸貸期期貸めなとに天天その他の使不不不事事めめめ、レレレレレが使適 

使使めなたし場場めは、貸貸貸約は中中すめすのめしけす。 
借借借は、前事め該当すめこめめなたしめすは、その趣を当当め連連すめすのめしけす。 
 

第７条（貸中解約） 
　借借借は、借借期期貸でがたにす、当当の以同を得に貸貸貸約を解約すめこめがです 

めすのめしけす。 この場場めは、借借借は、第２５条の貸中解約着中貸を支支とすのめしけ 

す。 
借借借の責め帰すめ事事めめめレレレレレの事事法は事故のしめ貸貸期期貸め返返しし
めすは、貸貸貸約を解約ししすのめしけす。 
前事めめめレレレレレを返返ししめすは、当当は第４条めめめ借受しし貸貸貸予を返返しな
とすのめしけす。 
 

第８条（借借条借の変変） 
　貸貸貸約の成成しし後、第３条２事借借条借を変変しめとめすめめすは、がああじめ当 

当の承承を借けなけこけなあなとすのめしけす。 
当当は、前事めめめ借借条借の変変めめたに貸貸予義め支故が生じめめすは、その変変を
承承しなとこめががめけす。 
 

第９条（貸貸貸約締締の拒拒） 
　当当は、借借借が次の条条の１め該当すめ場場めは、貸貸貸約の締締を拒拒すめこめ 

がですめすのめしけす。
貸し貸ししレレレレレの運運め必必な資資の運運運運運を保しにとなとめす。 酒酒を(1) (2)

帯びにとめめす。 麻麻、覚せと剤、チレカレ等めめめ貸中中中を呈しにとめめす。 (3)
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予約め関しに定めし運運運めレレレレレ引す貸し開の運運運あ異なめめす。(4)

時過の貸し貸しめにとに、貸貸貸予の支支とを滞返しにとめめす。(5)

時過の貸し貸しめにとに第 条条条め掲げめ事事め該当すめ行行ががたしめす。 時(6) 17  (7)

過の貸し貸し（他のレレレレレ事予運の貸し貸しを含む。）めなとに、第 条め掲げめ事事30

め該当すめ行行ががたしめす。 
 

第３章　貸貸貸貸貸 
第１１条（開開開開等）
 

　当当は、第３条第２事で明明さこし開開開開法び借借場借で第１４条め定 　　めめレ  

レレレレを貸し貸す。すのめしけす 
 

第１１条（貸貸貸法等） 
　当当は、借借借が当当め共以しに道道運道貸道法第 条の２め定めめ開日日日日 47

備備びめ別め定めめ日日点め基づく貸車車車法び付付備の日検を行とレレレレレめ日備
使不がなとこめ等を確承ししとしで当該レレレレレを貸し貸すすのめしけす。 
当当は，前事の確承めなとに，レレレレレめ日備使不等を発発しし場場めは，交交等の
処処を講ずめすのめしけす。 
当当は，レレレレレを引す貸ししめすは，地貸運地地地運支地地法び沖沖沖総場事義
地地運事義借地が定めし範内を記記しし借定の貸貸貸貸貸運を借借借め交付すめす
のめしけす。 
 

第４章　貸貸貸予
第１２条（貸貸貸予）
 

　当当が借受すめ第 条の貸貸貸予は、貸し貸し開めなとに、地貸運地地地運支地地 4

法び沖沖総場事義地地運事義借地め届け出に実実しにとめ貸予点めめめすのめしけす。

当当が借受すめ貸貸貸予は、基基貸予法び貸し貸しめ付帯すめ付帯貸予の場合合めし
けす。 
 

第１３条（貸貸貸予貸貸め伴と処処） 
　前条の貸貸貸予を第２条めめめ予約しし後め貸定ししめすは、前条第１事めああにあ 

ず、予約のめすめ適適しし貸予点めめめすのめしけす。 
第５章　責　　任
第１４条（定期日日日備）  
　当当は、道道運道貸道法第４８条の定期日日日備を実実ししレレレレレを貸し貸すす 

のめしけす 
第１５条（開日日日日備） 
　借借借は、借借期期貸、借め借けしレレレレレめにとに、毎開使適すめ前め道道運道 

貸道法第４７条の２め定めめ開日日日日備を実実しなけこけなあなとすのめしけす。 
第１６条　 借借借の管管責任）(  
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　借借借は、善不な管管運の注同義義をすたにレレレレレを使適し、保管すめすのすめす 

のめしけす。 
前事の管管責任は、レレレレレの引す貸しを借けしめすめ開けめ、当当め返返ししめすめ中
にめすのめしけす。 
 

第１７条（禁禁行行） 
　 　借借借は、レレレレレの借借期期貸、次の行行をしにはなあなとすのめしけす。 当  (1)

当の承承法び道道運道法め基づく運不等を借けめこめなく、レレレレレを貸貸貸運道事予
法はここめ類すめ目目め使適すめこめ。 
レレレレレを運貸し、法は他め担保の適め供すめ等当当の借保所を侵侵すめこめめなめ(2)

一一の行行をすめこめ。
レレレレレの貸貸貸の登登登条登法は貸道登条登を偽偽偽しくは変偽し、法はレレレ(3)

レレを貸偽すしくは貸改すめ等、その原中を変変すめこめ。
当当の承承を借けめこめなく、レレレレレを条車テテチ偽しくは競競め使適し、法は他貸(4)

の牽引偽しくは後後しめ使適すめこめ。 

借借借法び共以借借借以車がレレレレレを使適すめこめ。(5)

法法法は公公不公め違反しにレレレレレを使適すめこめ。(6)

当当の承承を借けめこめなく、レレレレレめにとに損侵保損め加入すめこめ。(7)

 

第１８条　（貸貸貸貸貸運の携行義義） 
　借借借は、レレレレレの借借期期貸、第 条第３事めめめ交付を借けし貸 　　貸貸貸 11  

貸運を携帯しなけこけなあなとすのめしけす。 
借借借は、貸貸貸貸貸運を紛紛ししめすは、直ちめその趣を当当め通通す 　　めすのめし 

けす。 
 

第１９条　（賠賠責任） 
　借借借は、その責め帰すめ事事めめめレレレレレめ損損を与しし場場めは、当当め対し 

にレレレレレの修管期期貸の営予営賠めしに別め定めめ損侵賠賠を支支とすのめしけす。 
当当はこの合を貸予点め明明しけす。 
前事め定めめめあ、借借借は、レレレレレを使適しに第第運法は当当め損 　　侵を与しし 

場場めはその損侵を賠賠すめ責任を負とすのめしけす。 したし、借借借の責め帰さなと事,  

事めめめ場場を除すけす。 
 

第６章　貸貸貸事事の処処等
第２１条　 事事処処）(

 

　借借借は、レレレレレの借借期期貸め、当該レレレレレめ係め事事が発生ししめすは、事 

事の大大めああにあず法法時の処処をめめめめすめ、次め定めめめこめめめめ処管すめすのめ
しけす。
直ちめ事事の中状等を当当め報告すめこめ。 　(1)  

当該事事め関し、当当法び当当が貸約しにとめ保損保当が必必めすめ書類法運書め(2)

なめすのを遅遅なく提出すめこめ。 　  
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当該事事め関し、第第運め明示法は協定をすめめすは、がああじめ当当の承承を得めこ(3)

め。 　 
レレレレレの修管は、特め管事のがめ場場を除す、当当法は当当の指定すめ工場で行(4)

とこめ。 
借借借は、前事めめめめあ貸あの責任めなとに事事の解解め努めめすのめ 　　しけす。  

当当は、借借借のしめ当該レレレレレめ係め事事処管めにとに助助を行と 　　めめすめ、そ 

の解解め協不すめすのめしけす。 
 

第２１条　 営　賠）(

 

　当当は、当当の定めめ営賠補補めめめ、借借借が負担しし第１９条第２事 　　の損侵  

賠賠責任を次の限補範めなとににに営すめすのめしけす。

（ ）対借賠賠 名限補合　無補限1  1  

（２）対対賠賠 １事事限補合　 万万　（運責合　 万万） 500 5  

（３）貸道営賠 事事限補合　開時合 1

【運責合】
マチマママテ，架改貸（アチアマレ・マレレレなな）　 万万10

普通普対貸　 万万7

その他　 万万5   

（４）搭搭運営賠死死 万万（ 名めにす），入入 万（ 開めにす）， 1,000 1 7,500 1

通入 万（ 開めにす），後後中限補合 万万（ 名めにす）5,000 1 1,000 1

但し，入入め通入は事事発生開めめ 開を限補めすめ。180   

前事め定めめ営賠限補合を超しめ損侵めにとには、借借借の負担めしけす。 
当当が借借借の負担すすす損侵合を支支たしめすは、借借借は、直ちめ当 　　当の支支 

合を当当め弁弁すめすのめしけす。 
営賠補補の運責免めにとには、特約をしし場場を除とに借借借の負担めし 　　けす。  

警警法び当当営予借め届出のなと事事、損侵保損約約の運責条事め該当すめ事事、 

基貸貸約約第９条（貸貸貸約の締締の拒拒）１条ああ３条め貸貸し後該当しに発生しし
事事、第１７条（禁禁行行）１条ああ５条め該当すめ事事法び借借期期を無無で遅地し
に遅地期期範め起こしし事事めはこの営賠補補は適適さこけせに。 
　
 

第２２条　（事故等の処処等） 
　借借借は、借借期期貸めレレレレレの異日法は事故を発発ししめすは、直ちめ運運を 

貸禁し、当当め連連すめめめすめ、当当の指明め従とすのめしけす。

借借借は、レレレレレの異日法は事故が借借借の事同法は時紛めめめ場場めは、レレレレ
レの引す取め法び修管め必すめ費適を負担すめすのめしけす。 
借借借はレレレレレの貸し貸し前め存しし瑕瑕めめめ使適使使めなたし場場めは、当当あ
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あの代以レレレレレの提供法はここめ準ずめ処処を借けめこめがですめすのめしけす。 
借借借は、前事め定めめ処処を除す、レレレレレを使適ですなあたしこめめめめ生ずめ損侵
めにとに当当め請請ですなとすのめしけす。 
 

策２３条（使不不不の事事めめめ運責） 
　当当は、天天その他使不不不の事事めめめ、借借借が借借期期範めレレレレレを返返 

すめこめがですなくなたし場場めは、ここめめめ生ずめ損侵めにとに借借借の責任を問になと
すのめしけす。借借借はこの場場、直ちめ当当へ連連し、当当の指明め従とすのめしけす。 
借借借は、天天その他の使不不不の事事めめめ、当当がレレレレレの貸し 　　貸し法は代 

以レレレレレの提供をすめこめがですなくなたし場場めは、ここめめめ生ずめ損侵めにとに、当
当の責任を問になとすのめしけす。当当は、この場場、直ちめ借借借め連連すめすのめしけ
す。 
 

第７章　取め消し、支と戻し等
第２４条（予約の取め消し等） 
 

　借借借は、第２条の予約をししめすああにあず、借借借の都場で予約を取め消しし場 

場法は貸貸貸約を締締しなあたし場場、偽しくは第２条第２事の備備を予約しなあたしこ
めめめめレレレレレを使適すめこめがですなと場場めは、別めめめめこめめめめ予約取め消し着
中貸を支支とすのめしけす。この予約取め消し着中貸の支支とががたしめす、当当は予約
予予予を返返すめすのめしけす。 
当当は、第２条の予約を借けしめすああにあず、当当の都場で予約を取め消しし場場法
は貸貸貸約を締締しなあたし場場めは、予約予予予を返返すめめあ、別め定めめめこめめ
めめ違約予を支支とすのめしけす。 
第２条の予約ががたしめすああにあず、前２事以車の事事めめめ貸貸貸約 　　が締締さこ 

なあたし場場めは、予約は取め消さこしすのめしけす。この場場当当は予約予予予を返返
すめすのめしけす。 
当当法び借借借は、貸貸貸約を締締しなあたしこめめにとに、前３事め定めめ場場を除
す、相相め何あの請請をしなとすのめしけす。 
 

第２５条　（貸中解約着中貸） 
　借借借は、第７条第１事の貸中解約をしし場場めは、解約けでの期期め対応すめ貸 

貸貸予のめあ次の貸中解約着中貸を支支とすのめしけす。 

　　貸中解約着中貸＝ 　　 貸貸貸約期期め対応すめ基基貸予））（貸し貸しああ返返 (

けでの期期め対応すめ基基貸予）） ％×50

 

第２６条　 貸貸貸予の支と戻し）(  

　当当は、次の条条め該当すめめすは、そこそこ条条め定めめめこめめめめ借借借ああ借 

受しし貸貸貸予の全一法は一一を支と戻すすのめしけす。
第５条第２事めめめ、借借借が貸貸貸約を解除ししめすは、借受しし貸貸貸予の全合(1)  
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第６条第１事めめめ、貸貸貸約が中中ししめすは、借受しし貸貸貸予ああ、貸し貸しあ(2)

あ貸貸貸約が中中めなたし期期め対応すめ貸貸貸予を差し引とし残合 。 
第７条第１事めめめ、借借借が貸中解約ししめすは、借受しし貸貸貸予ああ、貸し貸し(3)

ああ貸中解約めめめ返返しし期期め対応すめ貸貸貸予を差し引とし残合。 

前事の支と戻しめ当したには、貸中解約着中貸その他借受すすすすのがが 　　めめすは、 

ここめ相相すめこめがですめすのめしけす。 
 

第８章　返　　返
第２７条　（レレレレレの確承等）  
　借借借は、レレレレレを当当へ返返すめめす、通日の使適めめめ摩摩を除す、引す貸しを 

借けしめすめ確承しし中状で返返すめすのめしけす。 
当当は、レレレレレの返返め当したに、借借借の成ち保とのとし、レレレレレの中状を確承
すめすのめしけす。 
借借借は、レレレレレ返返め当したに、当当の成ち保とのとし、レレレレレ範め借借借法は
以搭運の後遺備がなとこめを確承しに返返すめすのめし、当当は、返返後の後遺備めにと
に責を負になとすのめしけす。 
 

第２８条（レレレレレの返返開期等） 
　借借借は、レレレレレを借借期期範め返返すめすのめしけす。  

借借借は、第８条第１事めめめ借借期期を遅地ししめすは、変変後の借借 　　期期め対 

応すめ貸貸貸予法は変変前の貸予め超時貸予の 場合合の とち、 とずこあ低と貸の予( )  

合を支支とすのめしけす。 
借借借は、第８条第１事めめめ当当の承承を借けめこめなく、借借期期を超時しし後め返
返ししめすは、次め定めめめこめめめめ算出しし違約貸を支支とすのめしけす。違約貸＝超 

時開期中 超時貸予超時 ％× ×300  

 

第２９条　 レレレレレの返返場借等( ) 

　 レレレレレの返返は、第 条第２事めめめ明明しし返返場借め返返すめすのめしけす。し 3

たし、第８条第１事めめめ返返場借を変変しし場場めは、変変後の返返場借へ返返すめ
すのめしけす。 
借借借は、前事のしたし書の場場めは、返返場借の変変めめたに必必めなめ回道のしめ
の費適を負担すめすのめしけす。 
借借借は、第８条第１事めめめ当当の承承を借けめこめなく、第 条第２事めめめ明明しし3

返返場借以車の場借めレレレレレを返返ししめすは、次め定めめ返返場借変変違約貸を
支支とすのめしけす。 
返返場借変変違約貸＝返返場借の変変めめたに必必めなめ回道費適 ％×300  

 

第３１条 （レレレレレが返返さこなと場場の処処）  

　当当は、借借借が貸貸期期貸中のめすああ 開期を時時しにす前条第 事の返返場 24 1

借めレレレレレの返返をせず、あに、当当の返返必請め応じなとめす、法は借借借の借所
が使明のめすは、レレレレレめ設処しし貸道車車車を不貸させめこめがですめすのめしけす。
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なあびめ 開期を時時しにす（前条第 事の返返場借めレレレレレの返返をせず、あに、当72 1

当の返返必請め応じなとめす、法は借借借の借所が使明のめすは） 当 全全レレレレレ協( )

保への搭め逃げ被侵報告をすめなな法目着法を含む必必な措処をめめこめがですめすのめ
しけす。 
第３１条　（信適信報の登登め利適の場同） 
　借借借は、前条め該当すめこめめなたしめすは客車目な貸貸事実め基づく信適信報が、 

（当）全全レレレレレ協保め 年を超しなと期期登登さこめこめ、備びめその信報が（当 全7 )

全レレレレレ協保法び加加条都道加沖レレレレレ協保めその保会事予運め利適さこめこ
めめ以同すめすのめしけす。 
第９章　雑　　則
第３２条（消費消）  
　借借借は、この約約め基づく予金金義め課せあこめ消費消（地貸消費消を含む。）を 

別中当当め対しに支支とすのめしけす。 
第３３条（遅遅損侵予） 
　借借借は、この約約め基づく予金金義の履行を怠たしめすは、当当め対し年年 ％の 6.5

割場めめめ遅遅損侵予を支支とすのめしけす。 
第３４条（貸約の細則） 
　当当は、この約約の実実め当しめ、別め細則を定めめこめがですめすのめしけす  

当当は、別め細則を定めしめすは、当当の営予借め掲明すめめめすめ、当当の発行すめパ
レンレンチ法び貸予点めここを記記すめすのめしけす。法ここを変変しし場場す以同めしけ
す。 
 

第３５条（邦邦約約の優優適適） 
　邦邦約約め英邦約約の適用法は邦章めにす齟齟ががめ場場，邦邦約約を貸正のすの 

めし，ここを優優適適しけす。
 

第３６条（管管管管借） 
　 この約約め基づく所利法び義義めにとに紛紛が生じしめすは、当当の基本 　　借所地を  

管管すめ管管借をすたに管管管管借めしけす。 
　 　  
　付　　則 　基約約は、平成１５年４月１開ああ実行しけす。   
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